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L4誓 年度 にヘ リウ識腋化 機の豊 中地 区暫設が認 め 鍵 しプ乏二ことが報告 さ矛液 。
a,呂 月の婁 貫会 に=お・い'C,皇ヨ醸4飛 玉頃か らのセンター長 として理学部 轡達教i授,副セ ンタ
ー長と してユ:学郎 吉二永載授 覧1ゴ選 出 した。任期は2奪
3.塩 月 笠費か らの薄営i警最が閥連 の省・学部か ら選 畠されたが,全 員同 じ顔ぶれとな った。
4.塩 月の委員会 に診いて還 営委員会委員長に基礎工:学部 永宮教授 を再選 した。任期は!年
5.同上 委員会 にむい,て,ζ1§年度概箕要求の大綱 を決定 した。
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灘営娑頻会 よりの報告に もあ砂ますように48年度概算要求の うち豊中地区大型ヘ リウ 躯
ム蔽化機の購入が認められ竣した。大型液化機 の設置により豊中地区の液体ヘ リウム供給
は太巾にふやすことカヒξきる・予定ですが堤8年度に於ては工事のためむしろ例年より少い
供給 しかできなく左ゆ 書す。工事は秋(開 始日は未定)よ り始 り49年3月中には完了の
予驚でづ「'がその間g現液'1ヒ機の移動などのため幟とんど液体ヘリウム及び水素を供給でき
ないと思われ蜜す。液化室としてはで養るだけ工事期聞の短縮をはかるよう努力はいたし
暫 が・緯 謄 雑 藤 睡 よ僑 含み趣 の,」今鞭 の実験計醗 たてて唾 だ くよ
うお願 いいたします。
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1.共同利用実験塞申込みを審議した結:果,次の研究テーマに対する使用を承認した。
6着 ・永 弘 ・波長選撒 を・解 る遠赤外検知器とこれを利用する遠赤外分光装置の研究
ロ
O中 井 順 吉:マ グネッ ト・フオ ノン共鳴とシュブニコフ 。ド・バース効果 の実験
O犬 蕊 嘉 雄:半 導体C分 子性結 晶の励起子発光 と非線型光学効果 の研究
o岡 腿 策 一:第 董種趨電導材料 に対する中性子照射効果,ア ル カリハ ライ ド単結 晶の低温に
お・ける塑 性
勿・4.7年度予算 に よってSQU工D(SHE製)が 購入 された ことが報告 された。
3.里 嚢年度概算要求について吹田地区の要望 をまとめた。
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